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2013年度版スタンダードの成果	
  
熟考・評価・批評・鑑賞する力の育成	
  
作品を読むことと読書をすることの統合を目指して	


熟考・評価・批評・鑑賞する力	
  
読んだことを自身の生活にいかす

力	
  
「自分の考えの形成および交流」�

読書をすること	
  作品を読むこと	
  



	
  
読むことの指導論・目標論の展開	
  
価値目標と技能目標の二元論から認識目標へ	


戦前�

•  「知徳ヲ啓発スル」教科�
• 教養・思想・人格的な側面（作品の内容による教化・感化等）重視�

戦後新教育�

•  コア・カリキュラムにおける用具教科�
• 手紙の書き方、議論の仕方といった社会生活において機能する技能目標
が重視�

1950年代�

• 戦後新教育批判　民族の遺産としての言語を通した人格形成を�
• 読む・書く・話す・聞くといった主体の言語行動そのものが人格形成の機
能を持つという反論�

1970年代�

• 価値目標と技能目標の二元論を超えて、言語による認識能力を発達させ、
人格形成にまで高める�



	
  
読むことの指導論・目標論の展開	
  
田近洵一（1984）による国語科教育目標構造化	


認知的能力� 情意的能力� 運動的能力�

知覚・想
像・思考�

表現� 鑑賞・評価�

読む� 生活言語�

文学言語�

論理言語�

書く� 生活言語�

文学言語�

論理言語�

田近洵一「国語学力の構造と目標分析」全国大学国語教育学会『国語科評価論と
実践の課題』明治図書、1984年より発表者作成�



	
  
読むことの指導論・目標論の展開	
  
作者が用いた認識方法から読者が用いる理解方略へ	


1980年代�

•  作者が作品に埋め込んだ認識方法を取り出して系統化する�
•  「対比」「分析・総合」「順序」「理由・原因・根拠」「条件・仮
定」・・・・・・�

1980年代�

•  子どもたちの主体的で自然な読みを�
•  認識目標に情意的なニュアンスを�

1990年代以
降�

•  構成主義の読み観の確立�
•  主体的な読みの過程を分節化した理解方略の指導�



	
  
読むことの指導論・目標論の展開	
  
理解方略　「相互教授」の場合	


問う�

明確化す
る�

要約する�

予想する�

A.	
  S.	
  Palincsar	
  and	
  A.	
  L.	
  Brown.	
  Reciprocal	
  teaching	
  of	
  comprehension-­‐fostering	
  
and	
  comprehension-­‐monitoring	
  activities.	
  Cognition	
  and	
  Instruction,	
  1(2),	
  ,1984,	
  
pp.117-­‐175.より発表者作成�



	
  
読むことの指導論・目標論の展開	
  
理解方略　広島大学国語学力研究グループの場合	


本文を読む前に、読み手
の既有知識を用いて推

測を行う�

本文に明示的な情報・
内容を理解する�

非明示的な内容を推論・
解釈し、テクスト世界を

理解する�

テクストにおける表現方法・
技法やレトリックなどの効果
を分析し、評価する�

テクスト世界における問題と
読み手が存在する現実にお
ける問題とを関連させて考

える�

広島大学国語学力研究グループ『高校国語科　高次読解力評価のためのハンドブッ
ク』より発表者作成�



	
  
読むことの指導論・目標論の展開	
  
理解方略　八田幸恵の場合　	


八田幸恵『教室における読みのカリキュラム設計』日本標準、2015年をもとに発表者
改編�

語り手による登場
人物の生き方に
対する評価を明ら
かにする�

異なる視角を持つ
語り手による登場
人物に対する評
価を明らかにする�

自己を認識する�

○多様な視角からの評価を参照によるこ
とによる自己認識	
  
	
  
・（小説）登場人物の生き方に対する多角
的な相互評価を読み解くことで、登場人
物の生き方に対する自分自身の評価を
あぶりだし、自己を認識する。	
  
	
  
・（評論文）同テーマに対して異なる立場
を取る複数の論者の文章を読み、自己
の立場を認識し、確立する。�



2015年度改訂スタンダードの方針	

�  スタンダードの記述方法を、必ずしも永続的理解のかたちではなく、
パフォーマンスのかたちで記述する。課題に関しては、その課題に
よって「評価」「批評」「鑑賞」といった理解まで含む、主体的・包括的
な読みのパフォーマンスが成立するかどうかという視点から選定す
る。	
  

�  第二に、理解方略はあくまで組み合わされて発達していくため、理
解方略ごとに発達の水準を記述するのではなく、複数の理解方略
を用いた読みのパフォーマンスが総体としてどう育つのかを記述す
る。	
  

�  多角的な思考を重視する。	
  
	
  
⇒作品を読んで理解することと読書をして自己を確立する
ことの統合を！！	
  


